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全体平均

全体平均の総合健康リスクが危険値である156を示しており、全国平均よりかなり高い数値となっています。また、
健康リスクが150を越えたケースでは健康問題が顕在化している例が多く、早急に改善が必要な状態と思われます。
職員が身体や精神的な問題で体調不良を訴えていないかどうか確認いただき、早めの職場環境改善を行うことをお
勧めします。また、仕事の量的負担が多く、仕事のコントロールも低いようです。仕事量やスピードに比べて、裁
量権や自由度が限られていると高ストレスとなり、健康上の問題が起きやすくなります。量的負担に対しては、業
務フローの見直し、仕事の分散による負担軽減、人材育成（能力向上による負担軽減）等の対策を、低コントロー
ルに対しては自ら問題解決できる機会をつくる（そのため、担当者の自由度や権限の幅を増やす）、職場での意思
決定に自由に発言できる機会をつくる、情報の共有を徹底する等の対策をとられることをお勧めします。また、上
司・同僚の支援がともに低いようです。上司が多忙のため報告・調整ができにくかったり、職場内の人間関係を損
ねているために低下している場合が考えられます。ミーティングの回数を増やして上司と部下・同僚同士のコミュ
ニケーションを促す、業務配分を見直し業務の平準化を図る、上司から部下へのオープンで公平な態度によって不
公平感が生じないようにする等の対策をとられることをお勧めします。

全体平均の総合健康リス
クは156であり、全国平均
値と比較してかなり高い
傾向値にあります。

個々人の仕事量が多いだけでなく、仕事
を進めるに当たって、困難がある場合も
負担感は増加します。業務フローの見直
し、仕事の分散、人材育成（能力向上に
よる負担軽減）等の対策をとられること
をお勧めします。

個々人の能力を活用できる機会をつくる
ことが望まれます。担当者の自由度や権
限の幅を増やす、職場での意思決定に自
由に発言できる機会をつくる、情報の共
有を徹底する等の対策をお勧めします。

職員が必要な場合に、上司に報告・相談
が円滑にできるような体制を整えること
が望まれます。ミーティングの回数を増
やして上司と部下のコミュニケーション
を促す、業務配分を見直す等の対策をお
勧めします。

コミュニケーションが円滑にできるよう、
同僚同士のコミュニケーションを促すイ
ベントを実施したり、上司から部下への
オープンで公平な態度によって不公平感
が生じないようにしたりする等の対策を
お勧めします。
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